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資 料
児童・生徒の喫煙に対する保護者の意識
その  　その現状と課題
武田則昭 　川田久美 　合田恵子 　村上 　淳 　芝本英博
要 　　　約
平成年～月，香川県町の児童，中学校生徒（以下，生徒と略）およびその保護者の喫煙に
関する現状，児童・生徒の喫煙に関する保護者の意識や行動などについて調査した．その内，今回は
調査例の少ない児童・生徒の喫煙に対する保護者の意識を中心に検討し下記の結果を得た．
．小学生で喫煙経験ありは 人であったが，タバコをすすめたのは父親であり重大な問題である．
．中学生の喫煙率は全国調査に比較するとやや高率であった．中学生でタバコをすすめられた者は
割で，すすめた人は先輩，友人が主たるものであったが，家族の者も少なからずあり，今後は，
家族ぐるみの教育・啓発が必要である．ほとんどの生徒が喫煙に関して学校で学習しており，家庭
は極めて低率であった．
．保護者は全国値に比較して喫煙率が高い傾向にあった．自分の子供の喫煙についてはほとんどの
者がないとしており，現状認識が低いことが窺われた．自分の子供については非喫煙を希望してい
たが，喫煙対策について必ずしも積極的でないことが窺われた．
は じ め に
喫煙に関して「健康日本」の冒頭に成人男性の
喫煙率が先進国の中では極めて高率であること，若
い女性や未成年者の喫煙率が上昇していることなど
が挙げられている．また，その基本方針に「たば
こによる疾病・死亡の低減」を掲げ，未成年者の喫
煙防止（防煙），受動喫煙の害を排除・減少させる
ための環境づくり（分煙），禁煙希望者に対する禁
煙支援および喫煙継続者に対する節度ある喫煙（禁
煙支援・節煙）の つの対策の強力な推進が示され
た ．そのうち，未成年者の喫煙については，
年までに未成年者の喫煙をなくすことを最終目標
として，現状での中高生の喫煙率の基準値（中学 
年男子，女子，高校 年男子，女子
）を示している．しかし，市中にはタバコ
の自動販売機が設置され，中高生の喫煙風景が市中
で見られるなど，現状においては未成年者の喫煙状
況およびその周辺環境は十分ではない．
報告者らは香川県 町において，未成年者に対
する喫煙防止対策を発信源として，町ぐるみ喫煙対
策の流れが形成されることを目的に喫煙事業を企画
し，推進している．その一環として 町の児童，中
学校生徒（以下，生徒と略）およびその保護者の喫
煙に関する現状，児童・生徒の喫煙に関する保護者
の意識や行動，児童・生徒における喫煙意識とセル
フエスティームとの関連性などについて調査した．
その内，今回は調査例の少ない児童・生徒の喫煙に
対する保護者の意識を中心に報告する．
対象と方法
調査の概要については，事業計画開始前に，県が
町教育委員会，小・中学校教職員，小・
中学校児童・生徒・等に，事前に今回の調査や
禁煙事業の趣旨，意義等を十分に説明し，代表者で
協議を行った．その後，医科大学等が中心になっ
て作成した調査票の内容，表現等の妥当性につい
て，それぞれ検討，協議を行い，最終的な調査票を
完成した．また，調査に際しては倫理的な問題，イ
ンフォームド・コンセント，守秘性についても十分
考慮して行った．
【小学校】 　対象は 小学校 	年生全クラス（ 
クラス）の人全員，その保護者の人全員（ 組
双子）であった．
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平成年月 日に対象児童に，教室にて担任の
先生が調査票（無記名式）を配布し，先生が教室で
説明を加えながら児童が回答する方法で行った．回
答後は，その場で調査票を所定の封筒に入れ，厳封
して回収した（回収率：）．その保護者につい
ては，同日に，児童が保護者用の調査票（無記名）を
家庭に持ち帰り，保護者が回答した後，保護者自身
が所定の封筒に厳封する方法で行った．その回収は
月 日に児童を介して行った（回収率：）．
【中学校】対象は 中学校の全学年，全クラス
（各 クラス）の人全員（内 人は障害児で回答
不能）とその保護者の人（複数の生徒の保護者
は回答を 回にした）であった．
平成年月日から月 日の間で対象生徒
に，教室にて担任の先生が調査票（無記名，学年は
示さず年齢のみ記入）を配布し，先生が随時教室で
説明を加えながら生徒が回答する方法で行った．保
護者については小学生と同様に行った．また，回答
後は小学校と同様の方法で月 日に生徒を介して
行った（回収率：）．
統計的解析は，保護者の「児童・生徒の喫煙に関
する意識等」に関して性別，学校種別（小学校，中学
校）にそれぞれクロス集計し，カイ二乗検定（クロス
集計でセル内のサンプル数が 以下の場合はフィッ
シャーの直接確率法にて検定）を行った．なお，保
護者の一部が小・中学校で重複しており，小学校，
中学校併せて検討した．児童・生徒の結果について
は，研究の主目的が保護者であることから単純集計
を中心とし，喫煙経験率を除いて性，年齢区分別の
検討は行わなかった．
結 　 果
 ．小学生（男	，女）
喫煙経験者は人中男子 人であった．なお，勧
めたのは父親であった．タバコは「体に悪い」と全
員が考えていた．
タバコと健康については，全員が勉強したとして
おり，学校での学習がと主たるもので，家庭
はであった．
才になった時，多分吸っていない	，絶対
に吸っていない，たぶん吸っている，絶
対に吸っている，わからないと予測して
いた．
友だちからタバコを勧められた場合，少しは断るこ
とができる，かなり断ることができる，
必ず断ることができる	，全く断ることができ
ない，わからないであった．
．中学生（男，女		）
全生徒の喫煙経験者率は（男，女）
で，男
歳	，男	
歳，女
歳
，女	
歳であった（表 ）．初めて吸っ
たきっかけは好奇心が主なもので，友人，
先輩，家族が主たるものであった．
タバコは「体に害がある」と		の者が考えて
いた．
タバコと健康については，の者が勉強した
としており，学校での学習教育がと主たるも
ので，家庭は	であった．
才になった時，多分吸っていない	，絶対に
吸っていない	，多分吸っている，絶対に
吸っている	，わからないと予測していた．
友だちからタバコを勧められた場合，少しは断るこ
とができる，かなり断ることができる，
必ず断ることができる	，全く断ることができ
ない，わからないと予測していた．
家族で「未成年の喫煙」について話したことがあ
るではの者がないとしていた．
．保護者
小学生，中学生の保護者は，であった．
続柄は父，母，その他	であった．年
齢は	歳代	，歳代，歳代，
歳以上	の順であった．
表  中学生喫煙経験
児童・生徒の喫煙に対する保護者の意識 	
年齢構成は女で年齢が低く（），小学校男
女で年齢が低い傾向にあった（表 ）．
．保護者自身の喫煙関連状況
喫煙経験では，「吸ったことがない」，「毎
日吸っている」，「以前は吸っていた」，
「時々」	の順であった（表 ）．性別，学校種別
では大きな違いはなかった（表 	）．
喫煙のきっかけでは，「好奇心」，「友人の
すすめ」，「先輩のすすめ」，「大人の仲間
入り」	などの順であった（表 ）．
今後の喫煙では，「本数を減らしたい」，「や
める気持ちはない」，「やめたい」，「吸
う日数を減らしたい」	などの順であった（表
）．
喫煙の害では，「害がある」，「大したこと
はない」などであった（表 ）．
職場での禁煙状況では，「どこでも喫煙可能」	，
「喫煙場所指定」，「全面禁煙」などの順
であった（表 ）．
．児童・生徒の喫煙に関する意識等
自分の子供の喫煙では，「吸ったことがないと思
う」	であった（表 ）．性別，学校種別では，
大きな違いはなかったが，「吸ったことがない」は男
性，小学校で高い傾向にあった（表 ）．
自分の子供の才前の喫煙では，「吸わないで欲
しい」，「本人の好きなように」，「少量
なら」	，「わからない」であった（表 ）．
性別，学校種別では，大きな違いはなかったが，「吸
わないで欲しい」は小学校で低く，「本人が好きなよ
うにすればよい」は男性，中学校で高い傾向にあっ
た（表 ）．
自分の子供の喫煙を見つけたらでは，「注意してや
めさせる」，「適度に吸うように言う」，
「わからない」，「何もしない」	の順であっ
た（表 ）．性別，学校種別では，大きな違いはな
かったが，「適度に吸うように言う」は男性，中学
校・男性，「わからない」は小学校でそれぞれ高い傾
向にあった（表 ）．
未成年者の喫煙防止の学校教育では，「積極的に
すすめる」，「すすめるべき」，「今の
ままでよい」，「関心がない」，「その他」
，「必要がない」の順であった（表 ）．性
別，学校種別では，大きな違いはなかったが，「今
のままでよい」，「関心がない」は男性で高い傾向に
表  保護者の年零分布 　性別，性・学校種別
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表  保護者の喫煙情況 　中学生
児童・生徒の喫煙に対する保護者の意識 	
表  保護者の喫煙経験
あった（表 ）．
未成年者の喫煙防止の家庭教育では，「積極的に
すすめる」，「すすめるべき」，「今のま
までよい」，「その他」	，「関心がない」
，「必要がない」の順であった（表 ）．性
別，学校種別では，大きな違いはなかったが，「今の
ままでよい」，「関心がない」は男性，小学校で高い
傾向にあった（表 ）．
タバコの広告では，「規制すべき」	，「積極
的に規制すべき」，「今のままでよい」，
「関心がない」，「規制の必要がない」	，「そ
の他」の順であった（表 ）．性別，学校種別
では，大きな違いはなかったが，「今のままでよい」，
「規制の必要がない」は男性，中学校・男性で高く，
「積極的に規制すべき」，「規制すべき」は中学校・男
性で低い傾向にあった（表 ）．
タバコの自動販売機の設置では，「規制すべき」
，「今のままでよい」，「積極的に規制
すべき」，「規制の必要がない」，「その
他」の順であった（表 ）．性別，学校種別で
は，大きな違いはなかったが，「積極的に規制すべ
き」，「規制すべき」は男性で低く，「今のままでよ
い」は男性，中学校・男性で高い傾向にあった（表
）．
考 　 察
 ．小学生
喫煙経験があるとして申告した男子は人中 人
で，その割合はおよそ  弱であった．児童・青少
年の喫煙率は調査時期，性，年齢，学校，地域によ
り違いが大きいとされるため単純には比較でき
ないが，本結果はその他の報告による 	年生児童の
喫煙率 ～  とほぼ同様であった．なお，今回の
喫煙児童にタバコをすすめたのは「父」であること
は大きな問題であり，保護者の意識改革が求められ
る．喫煙の健康影響を含め，喫煙に関する学習は十
分に行われており，中でも学校の役割が大きいこと
が窺われる．一方，家庭による教育は十分とはいえ
ず，改善が必要である．歳になった時の喫煙や友
達からタバコをすすめられた時に断れるかなどの想
定質問は，小学生には回答はかなり難しいと思われ
るが，歳時に絶対喫煙していない，すすめられて
も必ず断れるとした者はそれぞれ 割強，	割強と
少なく，それ以外の者については喫煙予備軍になる
ことも予測されることから，それらの理由を十分に
把握した上で個々人にあった形で適切なアドバイス
や指導が必要である．
．中学生
本中学生の喫煙率は全国調査（
）（中学
年生男子 ～ 	 ，女子 ～  ，年生男子 
～  ，女子  ，年生男子 ～，女子 ～
	 ）に比較するとやや高率である．また，近
年，青少年の喫煙率は上昇傾向にあるとされており，
喫煙率の低減化は今後の重要な検討課題である．
中学生でタバコをすすめられた者は 割で，すす
めた人は先輩，友人が主たるものであるが，家族の
例も少なからず見られ，後者については家族ぐるみ
での教育・啓発が必要である．
才になった時の喫煙の状況予測では，ほとんど
の者が吸っていないとしていたが，わからないとす
る者も少なからずみられ，後者については適切な行
動等がとれるよう指導，助言等が必要である．
喫煙に関してはほとんどの生徒が勉強しており満
足のいく結果であったが，学校による教育が大半で
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表  保護者の生徒の喫煙に関する意識等 　中学校
児童・生徒の喫煙に対する保護者の意識 	
表  保護者の児童・生徒の喫煙に関する意識等 　性別，性・学校種別
	 武田則昭・川田久美・合田恵子・村上 　淳・芝本英博
家庭は極めて低率であった．また，家族ぐるみで話
したことのある割合は 割弱と低く，上記の結果を
裏付けるもので，家族ぐるみの意識が育つように学
校，行政などの地域ぐるみの積極対策が求められる．
 ．保護者の意識等
男性は 割以上，女性は 割前後が喫煙しており，
男女共に全国値に比較して喫煙率が高いことが窺え
る．今後の喫煙については，「やめる気持ちはない」
の 割強を除くと，ほとんどの者が減煙，禁煙を希
望しており，家族ぐるみの喫煙対策は有効と思わ
れる．
自分の子供の喫煙について「現在吸っている」，「過
去に吸っていた」と思う者は小学校，中学校ともほ
とんどなく，とりわけ中学生の保護者については現
実とのギャップが大きく，正しい現状認識に導く必
要がある．
自分の子供が才になった時，割強の者が吸わ
ないことを希望し，自分の子供が喫煙しているとこ
ろを見つけたら，割強の者が注意してやめさせる
としていたが，未成年者の喫煙防止教育で「学校で
積極的」 割強，「家庭で積極的」 割弱，タバコ
の広告で「規制すべき」 	割強，タバコの自動販売
機の設置で「積極的に規制すべき」 割で，喫煙対
策に対する認識の甘さが浮かび上がった．なお，上
記の結果は性別，学校種別に有意の違いはなかった
が，男性や中学生の保護者では児童・生徒の喫煙に
対して若干寛容な傾向が見られ，今後，喫煙対策を
考える際はこれらの傾向を踏まえて行うことが大切
と思われる．
今回得られた児童・生徒やその保護者の状況では，
「健康日本」に挙げられている年未成年者喫
煙率の目標達成は極めて困難といえる．今後は，
本結果に併せて，児童・生徒の喫煙に関して保護者
の喫煙状況・意識別の解析，さらには家族ぐるみ喫
煙対策活動などの介入研究を追加し，対象児童・生
徒の喫煙ゼロを実現できるよう検討していきたい．
ま と め
．小学生で喫煙経験ありは人中男子 人で全国
値並であったが，本児童にタバコをすすめたのは父
親であり重大な問題である．
．中学生の喫煙率は全国調査に比較するとやや高
率で，青少年の昨今の喫煙率上昇傾向を考え合わせ
ると今後の重要課題である．
．中学生でタバコをすすめられた者は 割で，す
すめた人は先輩，友人が主たるものであったが，家
族の者も少なからずあり，今後は，家族ぐるみの教
育・啓発が必要である．才になった時の喫煙の状
況予測では，ほとんどの者が吸っていないとしてい
た．ほとんどの生徒が喫煙に関して学習しており，
学校がほとんどで，家庭は極めて低率であった．喫
煙に関して家族ぐるみで話したことのある割合は 
割弱であった．
	．保護者では，喫煙者は小・中学校併せて男性 割
以上，女性 割弱で男女共に全国値に比較して喫煙
率が高い傾向にあった．今後の喫煙はほとんどの者
が減煙，禁煙を希望していた．自分の子供の喫煙に
ついてはほとんどの者がないとしており，現状認識
が低いことが窺われた．自分の子供が才になった
時に「吸わないことを希望」，自分の子供が喫煙して
いるところを見つけたら「注意してやめさせる」は
共に 割強であったが，未成年者の喫煙防止教育を
「学校で積極的」 割強，「家庭で積極的」 割弱，
タバコの広告を「規制すべき」 	割強，タバコの自
動販売機の設置を「今のままでよい」 割強で，対
策について必ずしも積極的でないことが窺われた．
文 　　　　　献
）国民衛生の動向，厚生統計協会，東京，，．
）尾崎米厚，箕輪真澄：わが国の中・高校生の喫煙に関する全国調査（第 報）中・高校生の喫煙率．日本公衛誌，，
	，．
）喫煙と健康 　喫煙と健康問題に関する報告書 　第 版，厚生省（編），健康・体力づくり事業財団（発行），保健同人社，
東京，
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